
一 般 質 問 

発言者  多 田 優 子 

発 言 の 要 旨                

１ 災害から市民の命と暮らしを守る備えについて 

 (1) 高潮対策 

  ① ８月12日に発令された警戒レベル３高齢者等避難の発令根拠、及び実際の潮位 

 ② サンポート高松地区周辺の一番高い堤防と一番低い堤防の高さによる、当時の 

  危険性がどの程度だったのか。 

  ③ レベル４高潮危険警報の発表にもかかわらず、警戒レベル４避難指示を発令し 

なかった理由 

  ④ 市が管理する沿岸部の陸閘・水門の整備数、及びレベル４高潮危険警報発表時 

  の運用実態、また、高潮警報などが発表された際の管理体制、並びに県、住民が 

   管理する陸閘・水門との情報共有や連携状況 

  ⑤ 地震・津波海岸堤防等対策事業等で整備された、防潮堤の天端高が場所により 

   異なる理由や整備の考え方、また、同事業の進捗状況 

  ⑥ 今後の高潮対策におけるソフト面の施策の充実、及び適切な危機管理行動につ 

 ながる高潮の危険性について、具体的にホームページや広報紙で周知する考え 

(2) 災害ごみ 

   整理防災の考え方を市民に広く啓発し、災害ごみの発生や量を減少する取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


